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「今、何の病気が流行しているか！」 

(川崎市感染症発生動向調査事業－令和５年第６週)の情報提供について 

市内の定点医療機関から提供された感染症の患者発生情報をもとに市民提供情報で

ある「今、何の病気が流行しているか！（令和５年第６週）」を作成しましたのでお知

らせします。 

令和５年第６週（令和５年２月６日から令和５年２月１２日まで） 

第６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃

腸炎 ３）突発性発しんでした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１０．２１人と前週（１２．６２人）から横

ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は８．６８人と前週（８．８６人）から横ばいで、

例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．２７人と前週（０．１６人）から増加し、

例年並みのレベルで推移しています。 

今週のトピックス 

“梅毒の報告数が増えています！～先天梅毒に御注意を～”について取り上げました。

川崎市における梅毒の報告数は、令和５年第６週（２月６日～２月１２日）までに計 

１４件あり、昨年に引き続き、今年も報告が相次いでいます。 

梅毒は、梅毒トレポネーマを原因とし、主に性的接触等により粘膜や皮膚の小さな傷か

ら病原体が侵入して感染します。治療せずに放置すると、長期間の経過で、脳や心臓など

に重大な合併症がみられることもあります。また、無治療のままでも症状が消失する時期

もあり、気付かないうちに他の方へ感染を拡げてしまう恐れもあります。 

妊婦が梅毒に感染すると、流産、死産となる場合や、お子さんが梅毒にかかった状態で

生まれる（先天梅毒）可能性があります。いずれも、適切な時期に妊婦に対する抗菌薬治

療を行うことで、胎児への感染を防ぐことができます。

川崎市感染症発生動向調査事業では、感染症のまん延の防止と市民の健康の保持に寄与するべく、市

内の定点医療機関（小児科定点３７施設、インフルエンザ定点６１施設、眼科定点９施設、基幹定点２

施設）等から報告された感染症発生状況をもとに集計を行い、市内の感染症の発生状況の正確な把握と

分析、市民や医療関係者への情報の提供を行っています。
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電話０４４（２００）２４４６ 

川崎市健康安全研究所 三﨑 
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【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

令和５年２月６日（月）～令和５年２月１２日（日）〔令和５年第６週〕の感染症発生状況 

第６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）突発性発しんでした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１０．２１人と前週（１２．６２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は８．６８人と前週（８．８６人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．２７人と前週（０．１６人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。


